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北関東防衛局

建設工事等に係る入札契約事務の適正化に関する試行について

当省が実施する建設工事等のうち、平成２２年１１月１日以降公告・公示い

たします事案につきましては、下記事項を試行することと致しましたのでお知

らせします。

記

１ 地中式又は覆土式特定屋外タンク貯蔵所工事に係る入札参加者

本件工事（以下「特定タンク工事」という。）については、当分の間、次

のとおり取り扱うこととする。

(1) 特定タンク工事の公告に当たり、工事概算額が１０億円未満であっても、

単体有資格業者に加え、特定建設工事共同企業体により競争を行わせるも

のとする。

(2) 構成員の数は、２者又は３者とする。

(3) 代表者にあっては、従来どおり特定タンク工事の施工実績を有する者と

する。

(4) 代表者以外の構成員にあっては、地下タンク工事又は類似のタンクの施

工実績を有する者とする。

(5) その他の規定については、「建設工事における共同企業体の取扱いにつ

いて(通達)」（装本施計第3537号。１９．９．１。）を準用する。

２ 一般競争入札における技術提案及び見積り期間の確保

(1) ＷＴＯ標準型及び標準型総合評価落札方式にあっては、入札説明書等の

交付から競争参加資格確認申請書等の受付期限までの間を２０日間以上確

保する。

(2) 設計施工一括発注方式にあっては、入札説明書等の交付から設計提案書

提出期限までの間を、明らかに確保する必要がない場合を除き４０日間以

上確保する。

３ プロポーザル方式における試行

(1) 実施設計業務における簡易公募型プロポーザル方式の試行

原則価格競争としている実施設計業務の一部については、簡易公募型プ

ロポーザル方式を試行する。

(2) 公募型又は簡易公募型プロポーザル方式による建設コンサルタント業務

等のうち、公表された積算手法がなく専ら見積り等による場合は、手続き

開始の公示等に業務の参考概算額を明示する。

以 上


